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◎
人
的
支
援
に
つ
い
て

　

３
月
１４
日
、
全
国
水
道
協

会
か
ら
給
水
派
遣
の
要
請
が

あ
り
、
救
急
救
命
士
を
含
む

４
人
の
職
員
を
１６
日
に
、
福

島
県
郡
山
市
に
派
遣
す
る
よ

う
準
備
を
し
た
が
、
原
発
事

故
の
影
響
で
断
念
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、

給
水
は
充
足
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
今
後
は
水
道
管
の

普
及
工
事
な
ど
の
依
頼
に
備

え
、
民
間
事
業
者
の
選
択
も

行
っ
て
い
る
。

　

南
薩
、
指
宿
両
地
区
の
消

防
組
合
か
ら
１１
名
が
３
月
１８

日
に
宮
城
県
に
入
り
、
２２
日

ま
で
救
助
活
動
を
行
っ
た
。

◎
物
的
支
援
に
つ
い
て

　

県
を
通
じ
、
受
入
、
輸
送

体
制
が
整
え
ば
、
お
茶
、
さ

つ
ま
い
も
を
提
供
す
る
用
意

が
あ
る
。

　

今
般
の
地
震
に
お
い
て
、

東
北
地
方
の
沿
岸
地
域
は
壊

滅
的
な
被
害
を
被
っ
て
い
る

と
と
も
に
、
福
島
第
一
、
第

二
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て

事
故
が
発
生
し
緊
急
事
態
と

な
っ
て
い
る
。

��

地
震
は
、
広
域
に
わ
た
り

生
活
・
産
業
基
盤
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
、
わ
が
国
の
経

済
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、国
は
被
災
地
域
の
救
援
、

◎
避
難
者
の
受
入
れ
に
つ
い

て

　

県
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の

前
に
、
本
市
と
し
て
の
受
け

入
れ
体
制
は
県
に
報
告
し
て

あ
る
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

保
育
園
（
所
）、
学
校
の
受

け
入
れ
も
含
め
、
頴
娃
地
域

６
戸
、
知
覧
地
域
１
戸
、
民

間
の
空
き
家
状
況
も
調
査
し

県
に
報
告
し
て
あ
る
。

◎
義
援
金
に
つ
い
て

　

３
庁
舎
に
４
月
１５
日
ま
で

義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
る
。
防
災
無
線
で
の
呼

び
か
け
や
自
治
会
長
に
も
取

り
ま
と
め
を
依
頼
し
て
あ

る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
に

口
座
を
開
設
し
入
金
で
き
る

よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。

��

本
市
の
職
員
互
助
会
か
ら

は
２
０
０
万
円
を
送
る
。

復
旧
・
復
興
対
策
に
全
力
を

挙
げ
取
り
組
む
こ
と
。

��

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
も
、

被
害
救
済
と
復
興
支
援
等
の

た
め
、
人
的
派
遣
、
生
活
物

資
の
提
供
等
の
必
要
な
支
援

を
積
極
的
に
行
う
よ
う
求
め

る
と
と
も
に
、
本
市
議
会
と

し
て
も
、
被
災
者
の
方
々
を

救
援
す
る
た
め
の
最
大
限
の

努
力
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

南
九
州
市
議
会

地震、津波で街が壊滅‼
東北地方太平洋沖地震に

緊急

　質問

本市の支援対策を問う！

決
議
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
関
す
る
決
議

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」

の
惨
状
は
、
罹
災
か
ら
２
週
間
経
過
し
た
現
在
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
を
通
し
た
情
報
し
か
伝
わ
ら
ず
、
市
民
の
中

か
ら
も
救
援
策
に
つ
い
て
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
。

  

本
市
と
し
て
の
支
援
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

大薗秀己 議員
平成23年3月2５日

南九州議会だより　第14号　緊急質問

宮城県石巻市




